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構造解析高分子 M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

ウレタンの構造と物性の関係を知る
パルスNMR
ウレタン材料の物性はハードセグメントとソフトセグメントの相分離構造により制御される場合が
多いが、相分離構造のモロフォロジーを観察することは困難である。パルスＮＭＲでは分子運動性
評価により、相分離構造を解析することが可能であり、材料物性との相関性を求めることができる。
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パルスＮＭＲによる分子量・分子運動性と物性解析
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ポリオール鎮の
変形自由度が大きく
反発性大きい
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